


図‐4は 、杭に生じた最大曲げモーメント発生時の深

さ方向分布である。共振時に大きい曲げモーメントを

示し、共振時、非共振時とも深さ 1.Om付近で最大と

なった。また、モデル 1の 共振時とモデル 2の 非共振

時を比較すると、深さ 1.5m以 深で曲げモーメントは

ほぼ一致した。すなわち、共振しなくとも層厚が減少

した場合(モデル 2)に上部構造物の慣性力が大きくな

るため曲げモーメントが増大している。モデル 2で は

共振すると、さらに深さ 3.5m付 近まで曲げモーメン

トが増大している。以上より共振時や液状化により見

かけ上層厚が減少すると、杭に掛かる負荷が大きいこ

とがわかる。

図‐5に 杭頭部、深さ 1,Om,2.Omに おける杭の水平

地盤反力と相対変位 (以下、地盤反力、変位)の 関係

を示す。杭の地盤反力は曲げモーメントを多項式で表

し2階 微分したものを、変位は多項式で表された曲げ

モーメントを弾性方程式に代入して 2階 積分し算出し

た。境界条件は杭頭部を固定端とし、杭先端部をヒン

ジとした。解析の結果、両モデルにおける杭に対する

地盤反力と変位は共振時に大きい値を示した。また、

モデル 2で は杭頭部が突出し杭の変形が上部構造物の

慣性力に大きく影響され、共振時と非共振時では地盤

反力の値は異なるが、杭の変形モー ドに差は見られな

かった。これに対してモデル 1で は振動数による違い

が見られた。さらに杭の地盤反力係数に着目すると、

地盤深部にいくほど大きくなったが、今回の結果では

入力波の振動数による違いはさほど見られなかった。

4:ま とめ

液状化の進行程度を模擬して層厚を変えた乾燥砂地

盤に、杭―上部構造物模型を設置して遠心模型実験を

行った。その結果、以下のような知見を得た。

・杭の地盤反力と変位は入力波振動数や液状化の進行

程度によって違いが見られた。

・液状化の進行にようて見かけ上層厚が小さくなると

杭の地盤反力係数に違いが見られた。しかし、入力

波の振動数による違いはさほど見られなかった。

謝辞 :本研究を行うにあたり労働省産業安全研究所の

方々には多大な援助と御指導を頂き、深く感謝の

意を申し上げます。

参考文献

1)澤 田,西村 :「液状化地盤中の基礎構造物…」第 24

回地震工学研究発表会,pp597～600,1997

0    5   10   15   20   25   30

曲げモーメント(kNm)

杭 に生じる曲げモーメントの深度分布

-5

図‐4

命
ユ
じ
ミ
唱
瑠
費

― ― 上
変位(m) (D杭

頭部

行
ユ
じ
Ｒ
ば
樹
碧

行
Ｌ
も
ミ
』
報
瑠

命
住
じ
ミ
広
報
費

(D深 さ lm

変位(m)

0深 さ2111

モデル 1

命
住
も
ミ
ば
報
瑠

変位(m)

モデル2

モデル2の地表面

― モデルl12 2Hz―共撮時)

― モ7~ル2(14Hな共振時)

― モデル2確2Hな非共振時)

|
一 モデル1(14‖2~非共撮時)

―-537-―

図-5杭 の地盤反力と変位の関係


